
 

第329回例会 12月15日(火)AM 7:30～8:30 オークラホテル4F平安の間 

■司会:加藤 隆司 ■点鐘:小粥 勝好 ■ロータリーソング:R-O-T-A-R-Y 

会長エレクト 坂井光蔵 

堂々と会長所信を！ 

スマイル報告 

金山土洲；オークラホテルにて年末年

始に個展を開かせて頂きますのでDM

を配らせて頂きました。今回も１月２日

の１１時より３m×７mの作品パフォーマ

ンスを行います。是非、見に来て下さ

い。又、来年浜松が舞台で製作される

『書道ガールズ』の太田監督も当日、

見に来てくれることになっています。

DMに書いた【流汗悟道】汗を流して道

を悟るは、今一番大事なことです。こ

の言葉を話された鈴木和行さんが一

番、汗をかかなくてはいけないんでは

…。金子公昭；12月4日浜松商工会議

所で平成21年度ホームページコンテ

ストに於いて当社(株)ユーシンが≪IT

ベンダ部門賞≫を受賞しました。9月1

日にリニュアルしたばかりのホームペ

ージで「安心感」を評価頂いたとの事

です。今後も皆様に安心して使って頂

けるシステム作りに注力していきます。

１．国際本部より 2008－2009 年のポリオプラス寄付の

感謝状が届いております。 
2．12/19(土) なゆた浜北で浜北 RC 主催の「認知症サ

ポーター養成講座」が開催されます。 
パワー浜松 RC も協力して基金より支援します。 

3．本年度、喪中の会員をご報告します。 
以上３点です。

90名中71名79.78% 

前々回修正出席率 82.02% 

本日は、多くのご出席を頂き年次総会が開催できます。有り

難うございます。先週、ある会で田原総一郎氏の講演を聞き

『今後の中小企業として生き残る方法など』を質問しました。

回答は『そんな事が分かったら評論家にはなっていないよ』

でした。又、土曜日に久々にゴルフをしました。ボールは沢

山なくすし惨憺たるものでした。会社経営も遊びも事前準備

をしっかり行わなければと思う一週間でした。 

委員会報告 

鈴木和浩副幹事；1/8（金）開催の

浜松中・浜松ハーモニー・パワーｰ

浜松３RC 合同新年会には多数の

ご参加をお願いします。 

金子公昭前幹事；2008－‘09 年度

事業報告書が出来、メールボック

スに配布しました。ご一読下さい。 

田中紀春青少年育成 PL；12/23

（祝）開催の剣道大会には皆さん

ご協力下さい。 

ひと言スピーチ 

秋山雅弘；結成当時の頃の思い。 

熊谷真一；物を良く噛んで食べる

という事。 



 

2010～2011 年度 会長所信 坂井 光蔵 

 近年、多くのロータリークラブでは、メンバーの減少が著しく、拡大どころか会員の維持に腐心している有様である。我クラブ

に於いても数こそ多いが、出席率の悪さは目を覆うばかりである。昨年来の経済情勢の悪化が原因とばかりは言えまい。例会

をもっと楽しいもの、魅力あるものにしなくてはならないという声を聞くが、そもそも、『あなたは、何を期待してロータリーに入会

したのですか？』 『あなたは、何を求めてロータリー活動をしているのですか？』と私は問いたい。ロータリーは親睦団体でも

奉仕団体でもない。ましてや異業種交流団体などでは決してない筈である。停滞は、ロータリーの理念が忘れ去られているこ

とに起因しているのである。故に【迷う】のである。故に【億劫】になるのである。「ロータリー」とは何か？「人生」をいかに生きる

べきか？この答えを探求し続けることが個々人のロータリー活動ではないだろうか。「最もよく奉仕するもの、最も多く報いられ

る」（1910 年第 1 回ロータリー大会(シカゴ)の標語）を提唱した先人、アーサーＦシェルドンは、ビジネスは全て社会に尽くす手

段でなければならないという信念と共に生きたといわれる。1905 年ポール P.ハリスは、3 人の友人と共にシカゴに於いてロータ

リークラブを創設した。当初は、お互いの事業あるいは職業上の結びつきを通じて友好的交友関係を育むことを目的としてい

たが、活動の広がりとともにその目指すところはより高いものへと変化していき、職業を通じて社会に貢献することの意義と重要

性を認識するようになったのである。＝中略＝失われつつある倫理や道徳などの深刻な問題の解決にこそ、ロータリーの果た

す役割があるように感じられる。ベンジャミン・フランク・コリンズは、1911 年のポートランド国際大会に於いて「Service,Not 

Self(無私の奉仕)」を提唱し、その後 1950 年のデトロイト国際大会では「超我の奉仕(Service Above Self)」として標語とされた。

この標語にこそロータリーの本質が言い表されているのである。自己実現とは、自分の能力や可能性を発揮し、創造的活動や

自己の成長を図りたいという高次な欲求を通じてのみ到達できるものであり、自我を超越した至福の悦びであり、利他の心でも

ある。まさに我々ロータリアンに求められているものであり、人間的成長と奉仕の理想を求めたものと考えられる。言い換えるな

らば、社会的・経済的に恵まれた環境の中にいる我々ロータリアンにとって、お金や地位よりも、社会的貢献を通じて得られる

喜びや、それらを共有できる仲間との繋がりこそが、重要なのである。また、ロータリーにおける社会的貢献とは、単に一般的

なボランティア等の奉仕活動を求めるものではなく、企業活動を通じたものであり、経営者のみならず広く従業員やその家族、

取引先や顧客までをも含めて、人間的・精神的な成長がもたらす幸福と充実した人生を求めているものと考えるのである。この

高邁なる理想に向かい、学びあい、励ましあい、助けあい、共に手を携えて進むことこそがロータリーの理念であり、ロータリー

活動なのである。その意味において、ロータリーとは、学びの場であり、修養の道場であるともいえる。学びとは、与えられるも

のではなく、自身による気付きと実践に他ならない。この気付きと実践の一歩を踏み出すことによって、我々の「超我の奉仕」

への歩みが始まるのである。 

※紙面の関係上、一部中略しました。当日、メールボックス内に配布しました書類をご一読下さい。

年次総会 パワー浜松RC定款第５条第２節および 

細則第５条第1節により開催 

 

２０１０－１１年度 理事・役員構成 
理事・役員 坂 井 光 蔵（会長） 理事・役員 小澤 邦比呂  理事・役員 池 戸 孝 治 
理事・役員 小田木 基行  理事・ 役員 中 野 敬 司  理事・役員 鈴 木 和 浩（幹事） 
理事・役員  加 藤 隆 司  理事・役員 田 中 紀 春  理事・役員 小 粥 勝 好（直前会長・ﾛｰﾀﾘｰ財団委員長）

理 事 有川 京司郎  理 事 富 田 清 志  理 事 堀 内 善 弘  理 事 安 間 利 広  
理 事 市 川 明 広    理 事 山 尾 秀 則 (ﾛｰﾀﾘｰ情報部会長) 


